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蒸発器付蒸発器付ランアラウンランアラウンド熱回収ド熱回収システムシステム『『エコラックエコラック』』

設備所有者：大阪駅前第１ビル管理組合
設備施工者：㈱大気社　大阪支社 ○

優良省エネルギー設備顕彰事例⑧

建物の概要

名　　称　大阪駅前第1ビル
所 在 地　大阪市北区梅田1丁目3番1
概　　要　建屋・地上12階　地下6階

延床面積・102,000m2

用途・複合施設（商業＋事務所）

1．技術開発の目的と経過

目的：冷凍機負荷の低減と省エネルギー
経過：平成15年3月～平成15年10月

（現地調査、システム検討、設計図作成）
平成15年11月～平成16年6月
（リニューアル1期工事期間：機器製作・
搬入据付等）
平成16年6月
（1期工事総合試運転調整、引渡し）
平成16年7月～（使用開始）

2．設備・システムの概要

『エコラック』は図1システムフロー図に示す
ようにそれぞれ別置きの熱交換用の外気側コイル
ユニット（外気冷房機能付）と排気側コイルユニ
ット（実飽和効率82.5％の気化式加湿器付）およ
び、循環ポンプから構成されている。
図2の“『エコラック』における処理空気の状態

変化”に示すように夏期、34.5℃の外気と気化式
加湿器による等湿球線上を断熱加湿冷却後の
22.4℃の排気と熱交換を行う。その結果、『エコ
ラック』出口、空調機入口の外気温度は27.4℃、
排気温度は29.7℃となる。冬期は1.3℃の外気と
22.0℃の排気と熱交換し、『エコラック』出口、

空調機入口の外気温度は13.7℃、排気温度は9.6℃
となる。

建物外観

図1 『エコラック』システムフローシート
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3．着想

冷熱源機器の更新に当り、設計条件を下記のと
おり設定した。
・照明負荷：20w/m2

・人体負荷：0.2人/m2

・OA機器負荷：40w/m2

この結果、必要冷凍機負荷としては3,981kW、
必要冷凍機容量は4,609kW（700RT型×2台）とな
った。冷却塔はすでに更新しているため、新たな
更新は二重投資となる。既設の冷却塔を利用する
には冷凍機負荷169kW、冷凍機容量196kW
（56RT）分を低減し、冷凍機容量を4,413kW
（630RT型×2台）にする必要がある。さらに、既
存の機械室が狭い、外気取り入れ量が52,800m3/h
（1期工事分）と多い、既設の外気取り入れダクト
と還気ダクトが離れているという制約条件のなか
で冷凍機負荷低減と施主要望である2003年4月施
行の改正省エネルギー法対策としてエネルギー削
減を目的とした空調排熱回収の手法である『エコ
ラック』システムを採用した。
リニューアル工事は1期と2期に分割して行い、

それぞれ冷凍機を1台ごとに更新を行う。

4．効果（省エネルギー）

省エネルギー効果を使用・運転データ、独自に
計算した結果などを記載する。
盧盧夏期・中間期（4月～11月）
・室内温度・湿度：26℃DB、50％RH
盪盪冬期（12月～3月）
・室内温度・湿度：22℃DB、40％RH
蘯蘯『エコラック』運転時間

・月曜日～土曜日：8時～20時
・日曜日、祝日：運転停止
盻盻外気取入量（＝排気量）
・外気取入量：52,800m3/h
眈眈『エコラック』年間想定回収量
シミュレーション計算による排熱回収量は表1に
示すとおり、951,245MJとなる。

5．投資回収（省マネー）

年間の熱回収量は7月～10月の竣工後の運用デ
ータと表1の想定値より算定すると表2に示すよう
に940,945MJとなる。エネルギー単価を2.5円／
MJとすると年間省エネ量は2,260千円／年となる。
『エコラック』システムではブラインポンプと夏
期の気化式加湿器でエネルギーを消費する。その
エネルギー消費量はブラインポンプで60千円／
年、加湿器の上下水道使用料は160千円／年、合
計220千円／年となる。
従って、総合省エネルギー料は差し引き2,040

千円／年となる。『エコラック』システム関連の
設備費は熱交換用の外気側コイルユニット（外気
冷房機能付）、排気側コイルユニット（気化式加
湿器付）、循環ポンプ、ブラインタンクおよび、
現場での配管工事、電気・自動制御工事で合計
9,200千円となる。この費用を総合省エネルギー
量で除すると約4.5年で償却となり、『エコラック』
システムの省エネルギー対策としての採用効果は
十分期待でできる結果である。

表1 エコラック年間想定回収量

図2 『エコラック』における処理空気の状態変化
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6．他の建物への応用性

ビル空調の排熱回収システムとしては一般的に
“回転式または静止型空気－空気全熱交換器”が
採用される事例が圧倒的に多いが、この採用事例
のようにリニューアル工事、特に取り入れ外気量
が多く、臭気やウイスルの移行を嫌う病院などの
施設や外気取り入れ箇所と排気箇所が離れている
施設の省エネルギー対策として採用される機会が
増えると考えられる。

7．仕様又は開発製品、システム、部品等の仕様

『エコラック』システムの外気側コイルユニッ
ト（外気冷房機能付）と排気側コイルユニット
（気化式加湿器付）の仕様を表3、表4に示す。

8．工夫した点、発想した点、創作した点、新し
い点等

盧盧回収効率の向上および凍結対策として
①『エコラック』の排気側に実飽和効率82.5％
の気化式加湿器を設置し、夏期に排気を断熱
加湿冷却し、その回収効果の向上を図った。
②更新する2台の空調機のうち、小風量の空調
機系統の外気取り入れ量とWC、湯沸室など
の排気量をバランスさせ他方、大風量の空調
機系統の外気取り入れ量と排気量を同一とし
た。
その結果、排熱回収効率を25％として計画した。
盪盪省スペース対策として
①それぞれ別置きの熱交換用コイルユニットは
高性能低圧損の楕円管コイル（コイル通過風
速：3.3m/s）を採用し、外気側には高速縦型
ガラリ（使用最高面風速5.0m/s）を採用した
外気取り入れガラリに直接、接続とした。そ
の結果、排熱回収効率を25％として計画した。

蘯蘯冬期の凍結対策として
①熱交換用コイルが外気に近接しているため、
冬期の凍結対策として循環水にブライン溶液
（ナイブラインZ1、ブライン濃度35％）を使
用した。

9．環境保全、便利性等

『エコラック』は図3に示すように夏期、室
温＜外気温度時“運転”とし、中間期の外気冷房
時“停止”となる。冬期は空調機（A1-AC）の北
系統、南系統の各制御用3方弁の加重平均最低開

表2 エコラック年間回収量

表3 外気側コイルユニット（外気冷房機能付）

表4 排気側コイルユニット（気化式加湿器付）
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度が設定値を超えた段階で起動開始し、循環ポン
プのインバータにより熱交換量を比例制御する。
また、温熱源のない中間期において外気が低い場
合、手動にて循環ポンプを運転し外気を加熱する
ことができるシステムとした。
環境性については冷熱源および温熱源システム

（蒸気－重効用吸収式冷凍機630RT×1台＋蒸気－
水熱交換器2,198kW×1台）の年間のCO2発生量は
219,548㎏－c／年と算定される。この算定値に対
し、『エコラック』導入後ではCO2低減量は12,409
㎏－c／年と算定され、約5.7％の低減効果がある。

10．市場性、販売状況、適応市場の大きさ、競
合品又はシステムとの比較、販売実績（国
内、外）等

ビル空調の排熱回収システムは一般的に“回転
式または静止型空気－空気全熱交換器”が採用さ
れる事例が圧倒的に多い。今回のリニューアル計
画に当たり行った空調排熱回収装置の比較結果を
表5に示す。

上表に示すように『エコラック』は回転式全熱
交換器と異なり顕熱交換のみであるため熱交換効
率が1/3と低い。今回のリニューアル計画では
“既存の機械室が狭い”、“外気取り入れ量が
52,800m3/hと多い”、“既設の外気取り入れダクト

と還気ダクトが離れている”という制約条件をク
リアし省エネルギーを図る手法として『エコラッ
ク』システムを採用した。
このシステムの最大のメリットは『菌・臭気の

移行がない』、『給気・排気ダクトの位置を分離で
きる』ことであり、投資回収についても費用対効
果の点で優れている。
従って、この『エコラック』システムはこの採

用事例と上記のメリットを生かす、リニューアル
市場や臭気やウィルスの移行を嫌い、取り入れ外
気量が多い病院などの施設に市場性があると考え
る。

図3 『エコラック』運転パターン

表5 空調排熱回収装置比較表

図4 『エコラック』外気側コイルユニット（外気冷房機能付）

図5 『エコラック』排気側コイルユニット（気化式加湿器付）


